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68. 筋力・持久力併用トレーニングがゆ e高齢者のインスリ

ン抵抗性に及iます影響四SATプロジェクト (26)一
。八毒事拓也 1，模践千壁 1g鯵袋縫_2松国光生 3
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3筑波大学体管科学芸2f筑波大学TARA)

{緒蜜・額約}加齢にともないインスリン抵抗性が生じる

ことや、インスリン抵抗性が生活欝横擦などのリスクファク

ターになることが知られており、それを改善幸することの態畿

が襲被されるようになってきた⑬そこで本研究で(;1:，女性中

高齢者における筋力 e 脊議議トレーニングがインスリン抵抗

性の改醤可能性!こ影響するか密かを碗らかiこすることを語的

とした。[対象}トレーニング数2案審参加者で薬物穣;去を受11
ておらず、遜2砲の筋力‘宥援紫トレーニングを 1年から 3

年間継続している、 45--73綾の女性中高齢者 19名であった色

者酸素トレーニング{手、自転車運動によるものであった。

{方法}運動負荷試験は自転車エルゴメーターを用い、 10ま

たiま15watts/min漸増の Ramp負荷で年齢から予瀕される 75

%HRmaxに給過するまで行い、 15秒毎!こ心拍数とi波織鍛邸

1fのニ援議 (doubleproduct : DP)を;踏まをし、その館街点

(double product b陪 akpoint : DPBP) を決定した。なお、

DPBP/kgを有酸議能力の指標とした。インスリン議統性l;j:，

斐腹詩邸機縫 (FPG) ‘空綴時インスリン鐘 (FIRりから

HOMA.科法 (R=FPGx判仰405)により計算して求め、それ

そインスりン抵抗性の指標としたo 3年間継続審はトレーニ

ング潟始30ヶ月島から 36ヶ月まで1ま事務継続審では6ヶ丹

呂から 12ヶ舟までの後半6ヶ湾問について比較検討した。

i結果1DPBPfkg (pre : 0.96土0.19.post: 0.92土0.21)、

インスリン鎮 (pre: 7.5ゴこ3.5.post: 7.8土3.1)‘インスリ

ン抵抗性 (pre: 1.9土i.o.post : 1.8ごと0.8)のいずれも有鷺

な変化を示さなかったが、Jtn鰭{謹iま有意!こ低下した (pre:

101.2念9.3.post:9々 3土5.9; p<O.01) " DPBP!kgの変化

薫とインスワン怒抗性の変化盤の鵠{こ魚の穏関があった (r出

・0.50.p<O.05)ゐまた、 DPBP/kgの変化鑑から土葬群{以下

G群)と維持/低下群{以下8群〉に分けると、 G群、話群そ

れぞれ (prev.s. post)で撒糠鑓は G群で 9弘、 8群で4%と

有意!こ低下し (G群:p<0.01.B群:p<O.05)、インスリン

鑓は 8群のみで有意に上昇した (p<0.05)。インスリン抵抗

性において、 G群と 8群を比較すると (prev.s. pre.post V.s. 

post)、 トレーニング前では有態な義はなかったが、トレー

ニング後iこは、 G群がB群に.t:tべ手事態iこ低謹となった (G群:

1.4土0.6，8群 :2.0土Gβ;p<0.05)。また、インスリン議続

性の変化畿は、 G群が8群iこttベ有意iこ高かった (pく0.05).. 

[考繋}高齢者でも手事態濃トレーニングiこより DPBP/kgが務

まり糠代強健が活性化され‘それに伴いインスリン抵抗姓が

改饗する可能性が示唆された。[まとめ]DPBP/kgを務める

ような有酸素トレーニングを行うことで、中議齢者でもイン

スリン抵抗性が改欝する可能性が示唆されたe また、トレー

ニング効薬を識べる方法としてDPB何kgが脊鰐であると考え

られた。
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